
〇お子さんの年齢層

就学前の幼児が約 6割、小中学生が約 4割となっています。

〇相談内容

お子さんの発達に関することで、日常生活での対応方法、学習、

対人関係等多岐にわたります。

こども発達支援室では、こどもの理解を深め、発達や育ちを支える環境づくりに努めています。

今回のたよりでは、こども発達支援室の相談状況、子育てワンポイントアドバイス、パーソナルファイルなどをご紹介します。

☆令和2年度の相談状況☆

お問い合わせ・相談：伊勢市こども発達支援室

（八日市場町 13-1福祉健康センター3階）
ＴＥＬ：63-5444 ＦＡ✕：27-0058
Email：kodomohattatsu@city.ise.mie.jp
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効果的な指示の出し方

１．こどもの注意をひく

名前を呼ぶ。肩をたたく。

２．視線を合わせる

子どもの視線の高さに。※嫌がる子には強要×。

３．指示は短く具体的に

長いと怒られていると感じる。長い説明や説教×。

４．落ち着いて、口調ははっきりと

「～します。」「～の時間です。」と言い切る。

５.子どもが従おうとしたら、すぐほめる

25％ルールでほめる。指示した行動にとりかかったら、

タイミングを逃さずすぐほめる。

※25％ルール…課題が 100％出来るまで待たず、25％くらいできたところ
でほめる。途中でがんばりを認めてほめる。

☆1度の指示で従わない時

一旦その場を離れて少し時間を置いてから指示を

繰り返す。あなた自身が穏やかに、声のトーンを抑え

ることがポイント。

子育てワンポイントアドバイス！

☆パーソナルファイルを活用しよう☆

〇パーソナルファイルって？ 

発達をはじめとする支援の必要なお子さんが、安心して一貫した

継続支援が受けられるよう、お子さんの状態や支援の情報をスムー

ズに引継ぐための情報をまとめたファイル。 

〇いつ活用するといいの？ 

進学など新しい環境に変わる、福祉サービスや新たに相談を受

ける時など、子どもの状態を知ってもらう必要がある時に活用しま

す。情報が引き継がれ、安心して支援を受けられることにつながり

ます。 

〇どんなことを書くの？ 

子どものできることや得意・苦手なこと、支援経過などを書きま

す。 関係書類（診断書や発達検査結果など）をはさむことも可能で

す。 

※パーソナルカルテ（旧式）をお使いの方は、そのままご利用頂けます。

パーソナルファイルの配布場所
こども発達支援室、健康課、高齢・障がい福祉課、子育て応援課、学校教育課


